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只
今
、
学
校
は
創
立
八
十
周
年
記
念
式

典
と
こ
れ
に
と
も
な
う
諸
行
事
を
終
え
、

新
装
成
っ
た
学

び
舎
で
新
し

い
歴
史
の
第

一
歩
を
静
か
に
歩
み
始
め
て
お
り
ま
す
。

生
徒
達
も
新
校
舎
に
整
備
さ
れ
た
諸
施
設

や
機
器
を
有
効
に
活
用
し
、
修
学
の
実
を

あ
げ
て
お
り
ま
す
。
八
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
設
け
ら
れ
た
天
体
観
測
望
遠
鏡
に

つ
い
て
も
生
徒
は
そ
の
高
性
能
の
機
械
を

駆
使
す
る
こ
と
に
馴
れ
、
立
派
な
天
体
写

真
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
芸

部
室
棟
も
十
六
ク
ラ
ブ
の
部
室
に
割
り
あ

て
ら
れ
、
部
員
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
研
修
の
場
と
し
て
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

校
庭
改
修
は
最
大
の
記
念
事
業
で
あ
り
ま

学

校
長
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創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

こ
れ
か
ら
の

課

題
印

１市
谷

崎
熊

高

中

野

敏

宗

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
練
習
に
も

一
層
熱
が
こ
も
り
、
軟
か
な
緑
に
蔽
わ
れ

た
広
い
グ
ラ
ン
ド
に
は
賑
や
か
に
若
い
力

が
躍
動
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
に
出
て

こ
の
光
景
を
見
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
最

高
の
楽
し
み
で
あ
り
、
百
年
の
寿
命
の
延

び
る
思

い
が
し
ま
す
。
こ
の
改
修
事
業
は

多
大
な
費
用
を
要
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
の
結
果
が
形
と
な
っ
て
残
ら
な
い
の
で

お
願
い
し
づ
ら
か
っ
た
わ
け
で
す

が
、
同

窓
会
で
は
敢
え
て
こ
れ
を
採
択
し
て
戴
き

今
更
の
よ
う
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
事
業
を
終
え
て
し
み
じ
み

と
感
じ
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
卒
業
生
諸
兄

の
母
校
を
思
う
心
の
深
さ
と
同
窓
会
の
も

つ
力
の
大
い
さ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

総
会

並
び
に
新
年
会

昭
和
五
十
四
年
二
月
三
日
出
　
午
後
二
時
半
よ
り

高
崎
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

（

高

崎

市

高

松

町

、

高

崎

市

役

所

西

）

新

年

会

費
　

二

、
〇

〇

〇

円

ご
近
所
に
お
住
い
の
同
窓
の
皆
様
に
お
声
を

か
け
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
れ
旧
交
・
懐
旧
の
意
義

あ
る
一
日
と
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ら
は
こ
れ
ら
先
輩
の
ご
厚
情
に
応
え
る
た

め
に
も
一
層
校
風
の
高
揚
に
努
め
、
た
と

え
校
舎
校
庭

が
新
し
く
変
り
ま
し
て
も
、

八
十
年
間
培
わ
れ
た
高
々
の
精
神
を
継
承

し
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

も
っ
と
も
高
々
の
も
つ
精
神
と
は
何
か
と

問
わ
れ
て
立

ご口
で
答
え
る
に
は
難
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す

が
、
私
は
高
々
の
精
神
と

し
て
小
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
閲
達
な

気
風
、
暖
か
い
心
情
で
結
ば
れ
た
友
人
関

係
、
卑
劣
を
嫌
い
公
正
を
愛
す
る
心
、
ま

た
き
び
し
い
苦
難
に
打
ち
勝
つ
逞
し
さ
等

が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

精
神
を
維
持
し
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
必
ず

し
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
現
代
の
過
保
護
と
甘
え
の
風
潮
の
中
で

育
っ
た
生
徒
達
に
き
び
し
さ
に
堪
え
る
心

を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
「
仏
を
作
っ
て
魂
を
入
れ
ず
」
と

い
ふ

l二二1

う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
新
し

い
学
び

に
は
こ
れ
ら
の
古
き
よ
き
魂
を
ぜ
ひ
入

れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
伝
統
的
精
神
を
培
う
方
進
の

Ｉ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
古
く
か
ら
本
校

で
強
調
さ
れ
て
き
た
文
武
両
道
の
精
神
、

即
ち
勉
学
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
に
も
精
励

す
る
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
日
、

大
学
受
験
の
競
争
も
い
よ

い
よ
苛

烈
を
極

め
て
お
り
、
学
業
に
も
充
分
力
を
注
が
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
敢
え
て
運
動
も
奨
励

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
役
立
つ
者
は
単
に
頭
脳
が
よ

い
の
み
で
な
く
、
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ

る
人
ま
た
円
満
な
人
間
関
係
を
保
て
る
人

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
培
う
に
は
ス
ポ
ー
ツ
が
最
適
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
現
在
社

会
で
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
先
輩
も
学
業

と
運
動
の
両
立
を
成
し
遂
げ
て
き
た
の
で

あ
り
、
現
在
の
生
徒
も
こ
の
き
び
し
い
課

題
を
克
服
す
る
力
を
も
つ
も
の
と
確
信
い

た
し
ま
す
。
そ
れ
は
険
し

い
道
で
も
あ
り

ま
す
の
で
一
層
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。



第12 号 （2）高 崎 高 校 同 窓 会 報昭和53 年12 月24 日

八
十
周
年
記
念
式
典

鉦

,１ ・ ●ゝ

好
天
に
恵
ま
れ
た
去
る
六
月
一
日
（
木
）
、
創

立
八
十
周
年
校
舎
落
成
記
念
式
典
は
盛
大
に
挙
行

さ
れ
た
。
当
日
の
来
賓
三
〇
七
名
に
教
職
員
、
在

校
生
を
含
む
一
五
〇
〇
余
名

が
会
場
の
体
育
館
に

集
合
、
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
に
わ
た
り
式
典

が
挙
行
さ
れ
、
続
い
て
十
二
時
よ
り
剣
道
場
に
お

い
て
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
な
お
記
念
の
催
し
物

と
し
て
、
東
京
三
洋
対
慶
応
大
学
の
ラ
グ

ビ
ー
試

合
ｙ

十
三
時
よ
り
校
庭
で
展
開
さ
れ
た
。

事

終

了

記
念
式
典
の
式
次
第
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

１
　

開
式
の
辞

２
　

君
が
代
斉
唱

３
　

物
故
職
員
・
卒
業
生
に
対
す
る
黙
祷

４
　

学
校
長
式
辞

５
　

挨
拶

①
　

創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
会
長

②
　
群
馬
県
教
育
委
員
会

６
　
工
事
報
告

７
　
八
十
周
年
記
念
事
業
報
告

８
　

感
謝
状
贈
呈

９0111
ｎ

ｚ

‐

13141

功
労
賞
贈
呈

表
彰
状
贈
呈

来
賓
祝
辞

田
　

国
会
議
員
代
表

悶
　

群
馬
県
知
事

倒
　

群
馬
県
議
会
議
長

㈲
　
高
崎
市
長

同
　

高
校
長
協
会
代
表

生
徒
代
表
謝
辞

校
歌
斉
唱

閉
式
の
辞

八
十
周
年
記
念

事

業

報

告
（
概
要
）

副
会
長

原
　
一

雄

氏

昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
日
、
記
念
事
業
委
員

会
が
発
足
し
、
こ
こ
に
記
念
事
業
は
お
お
む
ね
計

画
通
り
に
完
了
し
ま
し
た
。
関
係
者
一
同
に
深
く

感
謝
す
る
次
第
で
す
。
な
お
五
月
一
日
現
在
の
募

金
状
況
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
特
志
寄
附
　
五
、
五
〇
一
万
円

同
窓
会
一
般
寄
附
　
二
、
三
九
五
万
七
千
円

Ｐ
Ｔ
Ａ
特
志
寄
附
　
三
、
一
〇
七
万
八
千
円

合
計
　
一
億
一
、
〇
〇
三
万
八
千
円

記
念
事
業
の
内
容
は
左
の
通
り
で
す
。

‐
　

校
庭
改
修
工
事
　
　
　

土
盛
り
、
給
配
水
設

備
、
芝
張
り
等
に
　

七
、
二
七
七
万
円

口
　
天
体
観
測
施
設
の
新
設
　
　
　

観
測
ド
ー
ム

な
ら
び
に
直
径
三
十
セ
ン
チ
の
反
射
望
遠
鏡

七
〇
〇
万
円

目
　

学
芸
部
室
棟
　
　
　

鉄
筋
三
階
建
、
学
芸
部

二

十
二
部
室
　
　
　

二
、
七
〇
〇
万
円

四
　

学
校
史
な
ら

び
に
式
典
費
用

七
〇
〇
万
円（

以
上
）

県
下
で
も
珍
ら
し
い
学
芸
部
室
棟
、
手
前
は
古

松
株
式
会
社
に
寄
贈
し
て
戴
い
た
坪
庭
。

手
前
か
ら
芝
生
の
張
っ
て
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
兼
サ
ッ

カ
ー
場
、
周
囲
は
陸
上
用
ト
ラ
ッ
ク
。
向
う
側
移
転

し
た
野
球
場
、
プ
ー
ル
の
東
南
に
は
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
。

（
写
真
は
岩
山
写
真
店
提
供
）

井
上
房
一
郎
氏
設
計
に
よ
る
、
純
日
本
的
中
庭

石
の
周
囲
に
は
、
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
、
り
ゅ
う
の
ひ

げ
、
等
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

友

４』，

.゛･･_.一幸.,=j･'7｀゛メ，

ヽ４

新
校
舎
屋
上
に
あ
っ
て
銀
色
に
輝
く
ド
ー
ム
は
、

最
高
級
の
天
体
望
遠
鏡
と
と
も
に
県
内
最
高
の
設
備

を
誇
っ
て
い
る
。
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七
社
に
感
謝
状
贈
呈

記
念
式
典
に
あ
た
り
、
左
の
七
社
に
記
念
品
を

贈
呈
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

一一一

-
一

一-

井
上
工
業
株
式
会
社
一
建
築
一
般
）

藤
田
工
事
株
式
会
社
（
水
道
・
冷
暖
房
）

日
本
電
業
株
式
会
社
（
電
気
関
係
）

㈱
小
野
建
築
設
計
事
務
所
（
校
舎
設
計
）

株
式
会
社
群
馬
総
業
（
校
庭
改
修
）

㈱
地
下
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
校
庭
整
備
）

長
谷
川
体
育
施
設
株
式
会
社
（
校
庭
設
計
）

五
十

六
期

生

か
ら
贈

ら

れ

た

鎧

一
式

（
写
真
は
岩
山
写
真
店
提
供
）

一一 一 一

----一-- －-

記
念
行
事
に
特
別
寄
附

南
玄
関
前
庭
　
　
　

古
久
松
株
式
会
社

中
庭
石
燈
楼
一
基
　
井
上
房
一
郎
氏
（
1
5期
）

梵
鐘
一
基
　
　
　
　

山
端
敬
吾
氏
（
2
3期
）

油
絵
（
四
十
号
）
　
豊
田
一
男
氏
（
2
6期
）

群
書
類
従
（
正
篇
）
二
十
七
期
生
一
同

か
い
づ
か
い
ぶ
き
　
旧
島
秀
雄
氏
（
4
1期
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
5
0枚
他
数
点

安
藤
直
典
氏
（
4
5期
）

校
庭
用
ベ
ン
チ
（
み
か
け
石
）
五
基

他
に
桜
・
あ
す
な
ろ
等
　
四
十
六
期
生
一
同

松
な
ら
び
に
記
念
碑
　
五
十
二
期
生
一
同

剣
道
場
用
垂
幕
　
　

清
水
英
徳
氏
（
5
4期
）

鎧
一
式
　
　
　
　
　

五
十
六
期
生
一
同

同
窓
生
資
料
室
完
成

専
任
に
田
丸
さ
ん

新
校
舎
三
階
に
「
同
窓
生
資
料
室
」
が
完
成
、

八
十
年
に
及

ぶ
本
校
歴
史
の
資
料
の
収
集
、
保
管
、

同
窓
生
と
の
相
互
連
絡
の
事
務
局
の
一
室
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
「
群
馬
」
、卒
業
ア
ル
バ
ム
、
全

同
窓
生
カ
ー
ド
、
校
史
資
料
等
、
徐
々
に
整
備
中

で
す
。
同
窓
職
員
の
外
、
専
任
と
し
て
田
丸
素
子

さ
ん
に
、
名
簿
原
稿
の
整
理
、
全
会
員
通
知
の
宛

名
書
き
等
、
こ
の
七
年
間
継
続
し
て
御
世
話
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

１
1ｊ

ｒ

＆

ｙ

ｃ

ｙ

‐｛

し

い
ｌ

同
窓
会
維
持
会
費
に

つ
い
て
の
お
願
い

私
た
ち
の
高
崎
高
等
学
校
同
窓
会
の
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
い
つ
も
ご
高
配
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
計
報
告
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
多
く
の
会
員
の
方
か
ら
維
持
会
費
の
納
入
を

い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
そ
の
運
営
も
順
調
に

い
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
総
会
、
会
報
の
発
送

費
だ
け
で
も
六
十
万
円
を
こ
す
の
が
現
況
で
あ
り

ま
し
て
、
そ
の
内
情
は
決
し
て
楽
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
総
会
の

決
定
に
よ
り
、
昭
和
4
7年
度
よ
り
維
持
会
費
（
会

員
一
人
当
り
年
額
一
口

Ｉ
、
○
○
○
円
一
口
以
上

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お

常
任
理
事
会
で
常
任
理
事
に
つ
い
て
は
五
口
五
、

〇
〇
〇
円
、
理
事
に
つ
い
て
は
、三
口
三
、
〇
〇
〇

円
お
願
い
す
る
こ
と
に
申
し
合
わ
せ
て
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
同
窓
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
同
窓

会
運
営
の
た
め
、
ご
賛
同
を
賜
わ
り
、
ご
協
力
の

程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
納
入
に
は
同
封
の
維
持
会
費
納
入
用
の
振

替
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
。

追
記
　
八
十
周
年
記
念
事
業
用
の
振
替
用
紙
も

同
封
し
て
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
名
簿
に
つ
い
て

皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
昭
和
五
十
二
年
に
発

行
し
ま
し
た
名
簿
の
残
部
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
要
領
で
お
願
い
し
ま
す
。

１
一
部
領
布
価
格

郵
送
料
・
諸
費
用

合

２
振
替
用
紙

す
。

一

一

計
　
　
　

二

、

（

同

封

の

も

の

）

○
○
○
円

五
〇
〇
円

五
〇
〇
円

で
送
金
願

３
領
収
書
は
振
替
用
紙
で
か
え
さ
せ
て

き
ま
す
。

４
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

井
上
・
真
木
両
氏
に
功
労
賞

本
校
同
窓
会
長
と
し
て
永
年
そ
の
重
責
を
果
た

さ
れ
た
真
木
武
次
氏
（
十
五
期
）
な
ら
び
に
先
輩

と
し
て
母
校
の
環
境
整
備
・
教
育
振
興
に
貢
献
さ
Ｉ

れ
た
井
上
房
一
郎
氏
（
十
五
期
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一

功
労
賞
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
功
績
に
報

い
ら
れ
た
。

な
お
両
氏
に
贈
ら
れ
た
記
念
杯
は
、
そ
の
後
学

校
に
寄
贈
さ
れ
、
真
木
賞
・
井
上
賞
と
し
て
、
今

年
か
ら
在
校
生
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

詳
細
は
学
校
当
局
で
目
下
検
討
中
で
あ
る
。

（
写
真
は
岩
山
写
真
店
提
供
）

祝賀会場における左から

国会議員代表中曽根康弘氏

功労者の 井 上 房 一 郎

真　木　武　次の両氏



昭 和53年12 月24 日 高 崎 高 校 同 窓 会 報

昭和52 年度 高々同窓会経常会計報告（昭和52年１月~12月）

収　入　の　部

費　　　　　 目 昭和52年予算 実　収　 入 備　　　　　 考

前年度からの繰越金 288,626 288,626

入　　　 会　　　 金 428,000 416,000 全日405　通信11

維　 持　 会　　費 1600,000 2013,720

利　　　　　　　 息 10,000 13,077

合　　　　　　　 計 2326,626 2731,423

支　 出　の　 部

費　　　　　　目 昭和52年予算 実　 支　出 備　　　　　 考

会　　　 議　　　 費 100,000 65,950 総会、会議費補助

祝　　　 賀　　　 費 140,000 30,970 京浜､期別､地区別､ クラス会等

賤　　　 別　　　 費 80,000 174,000 転退職貝ｘの峻別

慶　　　 弔　　　 費 60,000 22,730 香典、花輪

通　信　印　刷　費 150,000 187,850

旅　　　　　　　　費 60,000 36,800 京浜同窓会

総 会 通 信 印 刷 費 650,000 598,470

同　 窓　会　報　費 130,000 112,000

事　　　 務　　　 費 650,000 450,535 人件費、用備品等

予　　　 備　　　 費 306,626 ０

同 窓 会 基 金 へ 800,000 特別会計へ

次 年 度 へ の 繰 越 252,118

合　　　　　　　 計 2326,626 2731,423

一昭和52年度 高々同窓会特別会計( 同窓会基金)(昭和52年1月~12月)

収　入　の　 部 支　出　の　部

費　　　　　 目 費　　　　 目

前年度からの繰越 1473,046 すいらん会館改修 500,000

利　　　　　　 息 73,327 費補助

経 常 会 計 よ り 800,000 500,000　　　1

合　　　　　　 計 2346,373 高崎信用金庫西支店（定期）

残 高 合 計 1846,373

昭和53年度

（4） 第12 号

（昭和53 年 １月～12 月）

高々同窓会経常会計予算案

収　入　の　 部

費　　 目 昭和53年予算 備　　 考

前年度からの繰越金 252,118

入　　　 会　　　 金 410,000 全日405 通信5

維　 持　 会　 費 1900,000

利　　　　　　　 息 10,000

合　　　　　　　 計 2572,118

支　 出　の　部

費　　　　 目 昭和53年予算 備　 考Ｏ増△減

会　　　 議　　　 費 100,000

祝　　　 賀　　　 費 100,000 40,000 △

賤　　　 別　　　 費 150,000 70,0000

慶　　　 弔　　　 費 60,000

通　信　印　 刷　費 200,000 50,0000

旅　　　　　　　 費 60,000

総 会 通 信 印 刷 費 700,000 50,0000

同　 窓　会　報　費 150,000 20,0000

事　　　 務　　　 費 700,000 50,0000

予　　　 備　　　 費 352,118 45,4920

合　　　　　　　 計 2572,118 245,4920

昭和53年１月29日

高々同窓会校内幹事会計

角 田 匡巳 ・ 木 村

昭 和52 年 度　 庶 務 報 告

52.1.29　 常　任　理　事　会 高崎

2.5 理 事 会 及び総 会 高崎
5｡17　 京浜同窓会新入会員

歓迎会

東京

仁

商崎高校

地域医療センター

海運ビル

11.17　 京 浜 同 窓 会 総 会 東京 海運ピル

進 学 状 況 ／イ現
ぐ

交･浪人の延 人数）

種　 別　 合　 計 51年 52年 53年

Ａ　 国　 立　 一　 期 92 90 105

Ｂ　 国　 立　 二　 期 78 76 94

Ｃ　 公　　　　　　　 立 ９ 14 25

Ｄ　 私　　　　　　　 立 431 436 580

Ａ　 十　Ｂ　 十　Ｃ　 十　Ｄ 610 616 804

準 大 学 ・ 短 大 ・ 各 種 ４ 10 ４

総　　　　　　　　　 計 614 626 808

卒　　 業　　 者　　 数 359 420 408

現　 役　 進　 学　 者　 数 144 167 192

合 格 者 ／ 進 学 希 望 者 40.2 ％ 39.8 ％ 47.1 ％

51年 52年 53年 51年 52年 53年

北　　 大 ８ ９ ５ 青 学 大 18 ９ 27

東 北 大 14 13 28 学 習 大 11 11 11

千 葉 大 13 ７ 17 慶 応 大 31 35 40

東　　 大 14 14 11 芝浦工大 ４ ７ 14

一 橋 大 ３ ５ ４ 上 智 大 10 16 30

東 工 大 ６ １ ４ 中 央 大 39 41 55

筑 波 大 ４ ８ ６ 東 海 大 ４ ９ ８

新 潟 大 12 15 15 東京電機 ２ ４ ６

金 沢 大 ２ ４ ４ rZ　　理 科 35 34 32

京 都 大 ５ ３ ５ 1ﾀﾞ　　医 大 １ １ ３

群　　 大 37 43 44 束 洋 大 ５ ７ ４

埼 玉 大 ６ ６ 14 日 本 大 21 25 24

東 外 大 Ｉ １ １ 法 政 大 15 26 21

山 梨 大 １ １ １ ｌ明 治 大 38 57 68

信 州 大 ３ ８ ４ 立 教 大 25 ８ 16

横 国 大 ４ ３ ５ ト ぶl命 大 15 10 12

高 経 大 ６ ７ 14 ｜同 志 社 ８ ５ ９

横 市 大 ３ ４ ３ ｜ 早稲田大 ． 65 53 82

遠
方
の
方
は
現
金
書
留
で
「
同
窓
会
記
念
品

係
」
ま
た
は
「
同
窓
会
名
簿
係
」
へ
送
金
し

て
下
さ
い
。

そ
の
他
の
方
は
、
母
校
事
務
室
の
窓
口
か
、

す
。
残
部
あ
り
。
次
回
発
行
は
五
年
後
、

価
格
　
二
、
〇
〇
〇
円

（
郵
送
は
送
料
等
共
二
、
五
〇
〇
円
）

同

窓

会

名

簿
・

昭
和
五
十
二
年
発
行
の
も
の
で

を
作
成
し
ま
し
た
。
（
写
真
）
残
部
僅
少
、

実
費
一
、
五
〇
〇
円
（
送
料
、
学
校
負
担
）

記

念

文

鎮
・

創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
て
文
鎮

事
務
局

か
ら
の
連
絡

在
校
生
を
通
し
て
直
接
購
入
し
て
下
さ
い
。
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